
　８．中国（地域別調査機関：公益社団法人中国地方総合研究センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
一般小売店［靴］（経
営者）

・単価の高いオーダーメイド靴を購入する客の周りには高級
品を購入する客層が一定数ある。

○
一般小売店［眼鏡］
（経営者）

・土木建築業の景気が良くなる。

○
スーパー（店長） ・梅雨明けになり晴天が増えれば季節商材の動きが良くな

り、レジャーなどでの需要も伸びる。

○
コンビニ（エリア担
当）

・来客数の伸びにまだまだ期待できる。

○

コンビニ（副地域ブ
ロック長）

・日常生活に必要な商品群が高い伸びを示していることか
ら、今後も客の購買の頻度は低下しない。また、今年は猛暑
が予想されるため、前年と比べて飲料や酒の販売量が増え
る。

○
家電量販店（店長） ・来客数が前年の102％で推移しており、今後も現状が続

く。

○
家電量販店（販売担
当）

・エアコンの需要に期待が持てる。

○
家電量販店（企画担
当）

・季節商材の動きが良くなる。

○
乗用車販売店（業務担
当）

・新型車の投入があるので、しばらく好調が続く。

○
乗用車販売店（営業担
当）

・現在が景気の底であり、新型車が出れば来客数は増える。

○
乗用車販売店（営業担
当）

・夏にかけて客の動きが良くなる。

○

その他専門店［土産
物］（店長）

・８～９月にかけて花畑にはヒマワリが咲き、ブドウやイチ
ジクなどのフルーツのイベントも行うとともに、広告等の販
売促進にも力を入れるため、来客数と売上が共に増加して景
気はやや良くなる。

○
その他小売［ショッピ
ングセンター］（管理
担当）

・６月に新たな施設がオープンしたことで集客効果が期待で
きる。

○
一般レストラン（経営
者）

・最近商工団体での会合で今年の夏ボーナスの話が多く聞か
れるため、期待が持てる状況になりつつある。

○

一般レストラン（店
長）

・予約状況から現状の売上は前年と同程度になると見込んで
おり、先行きで増加となることは確実である。また、前年に
比べてインバウンド予約も増えているので、それに伴った売
上も増加する。

○

一般レストラン（外食
事業担当）

・前年は再開発の影響で駐車場利用が不便になって集客が良
くなかったが、それが解消されて競合店とのすみ分けも一段
落している。予約は前年の160％を超え、平日売上は前年の
105％となり、今後も来客数は順調に推移していく見込みな
ので、暑い時期や夏休みに対応した活動を展開していく。

○
観光型ホテル（営業担
当）

・夏に向けて来客数は増加する。

○
都市型ホテル（総支配
人）

・前月同様に観光客、学会絡みの先行予約は順調に推移して
おり、デスティネーションキャンペーンなどによる観光客の
増加に期待が持てる。

○
タクシー運転手 ・ボーナスが出るところが次第に増え、観光地も混むように

なり、梅雨の影響もあることに加えて新卒の新人もそろそろ
戦力になるので状況はやや良くなる。

○
タクシー運転手 ・気温が上がればタクシー利用の客が増え、ビヤガーデンが

始まれば夜の客も増えるので７～８月は忙しくなる。
○ 通信会社（工事担当） ・客の様子から景気は上向く。

○
テーマパーク（業務担
当）

・台風等の天候の心配も増えてくるが、夏休みから秋の行楽
シーズンが続く時期となり、多くの集客が期待できる。

○
競艇場（職員） ・８月初旬の本レース、下旬のＧ３競争で売上が確保でき

る。

○
住宅販売会社（営業担
当）

・引き合い案件が多くなってくる。

□
商店街（理事） ・収入に大きな変化はなく、客の生活防衛本能は強まり、景

気は良くならない不安感と堅実な消費行動とが継続する。

□
商店街（代表者） ・商店街に出店したいとの話はあるが、出店予算の関係で計

画のみにとどまっている。
□ 商店街（代表者） ・消費者の購買意欲の低下で景気の停滞は続く。

□
商店街（代表者） ・大都市部では景気が上向いているようであるが、地方都市

では業種によって状況が異なり、客の動向がつかめない。
□ 商店街（代表者） ・客の買い控え姿勢は続く。

家計
動向
関連

(中国)



□
一般小売店［印章］
（経営者）

・会社設立用の印鑑注文などの前向きな注文が減少してい
る。

□
一般小売店［食品］
（経営者）

・平均単価の低下と来客数の減少傾向に変化はない。

□ 百貨店（経理担当） ・前年売上を達成できるかどうかの状況が続く。

□
百貨店（営業担当） ・衣料品は前年以上の施策を行わないと前年売上をクリアす

ることは難しい。

□
百貨店（営業担当） ・必要な物だけを購入する客の購買動向に変化はなく、８月

の最終セール、９月の秋物立ち上がりも現状から大きく好転
することはない。

□
百貨店（販売促進担
当）

・お中元商戦、夏のセールが本格化してくる一方で、アパレ
ルの生産調整が進んでおり、品ぞろえが良くなく、大きな期
待はできない。

□

百貨店（購買担当） ・以前であれば土日や売出し開始日に来客数は増加したが、
現在それほどの集客力はない。駅周辺部にドーナツ化現象が
みられ、隣の専門店にも空き店舗が増えているので来客数は
減少する。

□
百貨店（売場担当） ・地域性や経済動向に大幅な変動はなく、現状維持が継続す

る。

□
百貨店（外商担当） ・前年の売上ベースは保っているものの、それを上回る様子

はなく、このまま推移する。

□
百貨店（売場担当） ・クリアランスセールが前倒しになっており、７月はセール

の勢いが早く収束する。

□
百貨店（人事担当） ・地元産業の景気は少しずつ上向いているが、今夏のボーナ

スは前年度の成績が反映されているので、今の景気が反映さ
れるのはもう少しあとになる。

□
スーパー（店長） ・客の消費動向が上向きになる要因がなく、必要最低限の購

買行動が続く。
□ スーパー（店長） ・景気を判断する材料はない。

□
スーパー（店長） ・国際問題などの不安要素が多く、これといった明るい

ニュースや具体的な政策が乏しい。株価は上がっているが恩
恵を受けるのは一部で、ますます格差が広がる。

□
スーパー（店長） ・競合店が２店舗出店しており、客単価、来客数、販売点数

が前年を下回る状況は続く。

□
スーパー（店長） ・梅雨が明ければ夏物の動きが活発になり、景気は回復して

くる。
□ スーパー（総務担当） ・来客数、客単価共に伸び悩む。

□
スーパー（販売担当） ・前年よりも父の日の商品の動きは悪いが、単価が上昇した

ことで今後の売上にそれほど影響はない。

□
コンビニ（エリア担
当）

・前年よりも天候などの条件が良ければ前年の数字をクリア
できる。店のメンテナンスや接客の見直しをして前年数値ク
リアを目指している。

□ コンビニ（支店長） ・来客数は回復状況であり、現状のまま推移する。

□
衣料品専門店（店長） ・４月から来客数が減少し続けており、回復する手段がな

い。ボーナス時期になれば何か動きがあるかもしれない。

□
家電量販店（店長） ・猛暑になってエアコンを中心とした夏物商材が動かないと

景気に変化はない。
□ 家電量販店（店長） ・景気が良くなる材料が何もない。
□ 乗用車販売店（統括） ・新型車効果が弱まるので、販売量は伸びない。
□ 乗用車販売店（店長） ・景気が良くなる要因はない。

□
乗用車販売店（営業担
当）

・４月以降苦しい販売状況が続いており、客も出費に対して
厳しくなっている。

□
乗用車販売店（総務担
当）

・今年度に入って徐々に販売成績は良くなっているが、商談
件数はまだまだ伸び悩んでいるため、現状維持が精一杯であ
る。

□
自動車備品販売店（経
営者）

・大手メーカーは利益を末端の販売店や社員に還元して金を
循環させようとは考えておらず、メーカーの体質、法律を変
えない限り景気は良くならない。

□
その他専門店［和菓
子］（経営者）

・来客数が増加する要因がない。

□
その他小売［ショッピ
ングセンター］（所
長）

・空き区画は現状のままなので厳しい状況は続く。

□
高級レストラン（宴会
サービス担当）

・新商品の投入などで来客数は順調に推移し、予約状況も前
年並みである。

□
スナック（経営者） ・街中で昼間の小さなイベントはいろいろとあるが、夜まで

結び付くものはない。地方の景気が上向かない限り当業界は
厳しい状況のままである。

□
都市型ホテル（スタッ
フ）

・宿泊に関しては観光客が増える時期になるので宿泊客数が
伸びるが、飲食関係に追い風はないので現状が続く見込みで
あり、夏のビヤホールに期待するばかりである。



□

都市型ホテル（企画担
当）

・物価高や大企業の不祥事など不穏な空気がまん延し、個人
消費のマインドも低下しているが、景気に左右されない企業
の安定需要の見込みもあり、法人企業のホテル利用の動向次
第では景気が上向く可能性はある。

□
都市型ホテル（企画担
当）

・客単価が多少上昇するが宿泊客数に変化はなく、レストラ
ンの予約状況もあまり変化はない。

□
旅行代理店（経営者） ・獣医学部新設問題では、当事者の学校法人本部が当県にあ

るので景気への影響が心配されたが、先行きへの影響はない
模様である。

□
旅行代理店（営業担
当）

・海外情勢が不安定なので販売量に大きな改善は望めない。

□ 通信会社（社員） ・景気が良くなりそうな兆しがない。

□
通信会社（総務担当） ・県内での夏イベントを開催するが、消費拡大はそれほど期

待できない。

□
通信会社（営業担当） ・放送通信需要期の春を過ぎて以降やや停滞気味になってお

り、今後も景気を浮揚させる要因がない。

□
通信会社（広報担当） ・このまま客が低価格のものばかりを求めるようであれば、

あまり景気の回復は見込めない。

□

通信会社（企画担当） ・スマートフォンに関して、客はより高機能な端末を求める
志向にある一方、当面は低価格を維持できる見込みであるた
め、今後も商品訴求力とサービスの両方で一定程度の水準を
維持できそうである。

□
通信会社（総務担当） ・６月に新規加入キャンペーンを打ち出したものの加入への

効果は薄かった。今後も同様のキャンペーンを予定している
が、大幅な加入数の増加に期待はできない。

□
テーマパーク（管理担
当）

・地方での消費に変動がみられず、個人消費が鈍化する。

□
ゴルフ場（営業担当） ・６～８月は比較的来場者が少ない時期であり、例年どおり

落ち着いてくる。
□ 美容室（経営者） ・数か月で客の様子に変化はない。
□ 美容室（経営者） ・景気が変化する大きな要素がない。

□
美容室（経営者） ・景気が良くなる材料は見当たらず、同業他店も同じ状況で

ある。

□
設計事務所（経営者） ・客の購買意欲は高くなっているが、収入の伸びは大きくな

く、所得総額が増えないので住宅購入数量は増えるが金額が
伸びない。

□
設計事務所（経営者） ・民間では全体的に新築工事の受注が減っており、リフォー

ム工事も今一つ仕事につながらない状況となる。

□
設計事務所（経営者） ・建築費が高値安定している状況なので、景気が回復して賃

金が上がらなければ改善は望めない。

□
設計事務所（経営者） ・取引業者から支払の要求がたびたびあり、資金繰りが次第

に悪くなっていく傾向がみられる。

□
住宅販売会社（従業
員）

・客の購買意欲をかき立てるようなものが見当たらない。

□
住宅販売会社（営業所
長）

・客の動きがあまり良くならない。

▲
一般小売店［茶］（経
営者）

・しばらく厳しい状態が続く。

▲
スーパー（管理担当） ・ディスカウント店やコンビニの進出により来客数と客単価

の維持が難しくなっており、今後も上昇は見込めない。

▲
スーパー（営業システ
ム担当）

・前年に比べて売上が低下しており、来客数増加のための企
画を実施しているものの伸び悩んでいる。

▲
スーパー（業務開発担
当）

・盛夏、盆と繁忙期に向かうが、客の節約志向定着で競合他
社と一層厳しい戦いになり、売上、利益共に前年割れにな
る。

▲
スーパー（財務担当） ・一部の商品で競合他社との価格競争が一段と激しくてなっ

ており、客の節約志向もあいまって１品単価の下落が続く。

▲
その他専門店［布地］
（経営者）

・当市では活性化が何も行われず、国の活性化政策の恩恵は
ない。

▲
一般レストラン（経営
者）

・タウン誌に掲載された効果が消えてしまい、来客数は減少
する。

▲
テーマパーク（営業担
当）

・屋外施設が中心であるため、猛暑傾向にある夏季は入園者
数が減少する。

▲
住宅販売会社（営業担
当）

・例年夏季に入ると客の外出機会が減少する。

×
商店街（代表者） ・バーゲン価格になっても客は購入しない傾向にあり、客が

何を求めているのか分からない状況が続く。
× スーパー（店長） ・競合店と客の取り合いが続く。



×

スーパー（販売担当） ・客がインターネットで購入する頻度が増えており、価格の
みならず送料等でもインターネット購入の方が優位な商品が
数多くなっている。特に人口が減少傾向にある地方都市で、
当店のような従来型の店舗を構えての商売は限界を迎えつつ
あるとの危機感を抱いている。

×
自動車備品販売店（経
営者）

・１年で一番の閑散期に突入するため、景気は悪くなる。

×
その他専門店［時計］
（経営者）

・地方ではボーナス時期になっても購入には結び付かない。

◎ － －

○
化学工業（経営者） ・製品の主要原料である苛性ソーダの値上げによる製品単価

への反映交渉もほぼ決着し、主要取引先の増産に伴う受注量
の増加もあいまって業績回復が見込まれる。

○
窯業・土石製品製造業
（総務経理担当）

・大口案件の製造着手で多少生産量は上向くが、それ以外の
引き合いは強くない。特定部門が多忙なだけで全体ではやや
低調な状況になる。

○
電気機械器具製造業
（総務担当）

・大口受注の生産と出荷は今後とも順調な見込みである。

○
輸送用機械器具製造業
（財務担当）

・海運市況の緩やかな回復を背景に、造船業界や舶用関連業
界へも景気回復の動きが広がることに期待が持てる。

○ 建設業（総務担当） ・当面の受注量に心配はない。

○
輸送業（経理担当） ・客との料金改定交渉を実施しているが、全く理解してくれ

ない客は少ないので、今後の改定が見込める。

○

通信業（営業企画担
当）

・モノのインターネットソリューションの商材等、これまで
の情報通信技術から、実用性が高くスモールスタートに資す
る商材が増えてきており、客のニーズとマッチすれば短期で
の売上が期待できる。

○
広告代理店（営業担
当）

・客からの情報と受注量の見込みから景気は上向きに推移す
る。

□
農林水産業（従業員） ・消費者の生魚を敬遠する流れがなくならない限り、相場が

回復する見込みはない。

□
食料品製造業（総務担
当）

・商品群を変更する動きに伴う取引先や消費者の反応によっ
て販売量が変化する。

□
木材木製品製造業（経
理担当）

・政治が不安定になりつつある一方で景気動向は小康状態に
あるため、先行きの新設住宅着工件数も前年並みとなる。

□
化学工業（総務担当） ・関東ではオリンピックの影響で工事が増えているが、地方

では景気回復の兆しがない。
□ 鉄鋼業（総務担当） ・受注量は横ばい傾向で推移する。
□ 鉄鋼業（総務担当） ・当面は低調な活動水準が継続する。

□
非鉄金属製造業（業務
担当）

・販売量は製品の種類によって浮き沈みはあるが、全体とし
ては変わらない。

□
輸送用機械器具製造業
（経営企画担当）

・８月に夏季連休を迎えるが、日当たり生産量は増加してい
く。

□
建設業（総務担当） ・発注時期の遅れはあるものの、予定物件を順調に受注でき

ており、この状況は今年いっぱい継続する。

□
輸送業（支店長） ・社員の労働環境整備にかなりの投資が必要であるととも

に、不採算荷主との運賃引上げ交渉を行っていくなかで、流
動的部分がかなりある。

□
通信業（営業担当） ・上場企業などは判断できないが、中小企業の景況感が政府

とずれている部分へのテコ入れ政策や補助制度もなく、今後
も同様な状況が続く。

□
金融業（貸付担当） ・百貨店、スーパーの販売額や乗用車の新車販売台数は増加

傾向にあり、個人消費が持ち直しに向かっている。

□
金融業（融資企画担
当）

・地元完成車メーカーでは、新型スポーツ用多目的車の販売
が好調であり、系列の地元自動車部品メーカーの受注は当面
高水準を維持する。

□
不動産業（総務担当） ・賃貸物件の需要時期ではないため、８月ごろまでは今月と

同様の動きになる。

▲
食料品製造業（経営
者）

・取引先のスーパーの客は節約ムードで売上が厳しく、夏に
なれば暑さで客の外出頻度が減少するため更に売上が悪化す
る。

▲

金属製品製造業（総務
担当）

・ものづくり補助金や省エネ補助金による受注増加を期待す
る一方、それが景気に大きく貢献することはなさそうであ
る。中国産の材料価格が高騰し、製造コストに影響を及ぼす
ことは必至であるが、需給状況からして得意先への価格転嫁
は難しい。

▲

その他製造業［スポー
ツ用品］（総務担当）

・最近の商品は高機能化し特殊素材を使用することが多く、
生産前に試行錯誤する必要があるが、国内販売のため数量が
少なく苦労の割にはすぐに販売が終わってしまう。製造原価
はどんどん上昇するのに販売単価は据置きとなり、業績の先
行きには非常に厳しいものがある。

企業
動向
関連

(中国)



▲
会計事務所（職員） ・低金利とはいえ設備投資は相変わらず低調で、製造業では

夏場にかけて受注状況が空白なところが見受けられる。

×
一般機械器具製造業
（総務担当）

・受注量や販売量の動きは良くならない。

◎ － －

○
人材派遣会社（社員） ・中小企業を含め求人が増えており、有効求人倍率も1.78と

なるなか、いかに求職者とのマッチングを図るかが課題にな
る。

○
人材派遣会社（支店
長）

・引き続き積極的な採用が見込まれる。

○

求人情報誌製作会社
（広告担当）

・新卒採用は６月１日の解禁日以降、学生アンケートを実施
したところ、大学生と大学院生の内々定率は68％で前年の
65％を超えている。文理男女別では文系男子66％、文系女子
61％、理系男子75％、理系女子73％と微増で、男女間での
内々定率に差がないのも特徴である。中途採用も企業側の募
集は依然として増え続けており、どちらも企業側の採用意欲
が高いままで推移するものと期待できる。

○

新聞社［求人広告］
（担当者）

・雇用の改善が個人所得を引上げて消費に反映する流れが緩
やかながら出てきているが、人手不足による生産期の延長も
いくつかの業種でみられ、今後はそれに対する早期の対策が
必要になる。

○

職業安定所（所長） ・機械加工部品製造工場の増設やホームセンターの新規出店
など、新たな求人募集が増えており、求職者の減少傾向とあ
いまって人手不足感が増し、今後の求人動向は増加傾向で推
移する。

○
職業安定所（雇用開発
担当）

・求職者の動向が不透明であるが、管内企業の人手不足感は
強く、雇用関係はやや良くなる。

○

民間職業紹介機関（職
員）

・求人の高止まりや採用ハードルの低下など、雇用創出がし
やすい環境になってきており、完全失業率も３％を割る状況
となり雇用と賃上げに好影響を与えていることから、更なる
景気浮揚が期待できる。

□

人材派遣会社（経営企
画担当）

・求職者とは一過性ではなく、就業を通じたキャリア形成支
援の関係性を深めていくことが人材ビジネスに求められる。
接点のポイント創出、フォロー回数の向上こそが人材会社と
しての努めである。

□
人材派遣会社（支社
長）

・豊富な求人受注や苦戦している求職者確保に大きな変化は
考えにくく、現在の水準で推移する。

□
求人情報誌製作会社
（営業担当）

・高位安定が継続する。

□
職業安定所（産業雇用
情報担当）

・新規求職者数、新規求人数共に大きな動きはない。

□

民間職業紹介機関（人
材紹介担当）

・働き方改革が議論されており、ホワイトカラーまでもが対
象になっている。時代とともに変化している若者の考え方に
合わせ過ぎている状況があり、対応できない中小企業等には
人が集まらない。

□
学校［短期大学］（進
路指導担当）

・求人数は高い水準を維持しているが、景気の良さというよ
りも、ここ数年の求職者不足によるところが大きく、新規事
業の求人は増えていない。

□
学校［大学］（就職支
援担当）

・新卒採用のピーク時期を過ぎるため、今後の採用動向を注
視する必要がある。

▲ － －
× － －

雇用
関連

(中国)
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